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ヒラメヒラメ

新新
あたらあたら

しい1しい1万万
まんまん

円円
えんえん

札札
さつさつ

「「渋渋
しぶしぶ

沢沢
さわさわ

栄栄
えいえい

一一
いちいち

」の」の孫孫
まごまご

、、
「「敬敬

けいけい

三三
ぞうぞう

」は」は釣釣
つつ

りり好好
ずず

き！？き！？

かわらばん



オス：全長約70センチ

メス：全長約90センチ

ぜんぜん

ぜんぜん

ちょうちょう

ちょうちょう

やくやく

やくやく

稚 魚
ち ぎょ

成 魚
せい ぎょ

仔 魚
し ぎょ

卵
たまご

産卵
さん らん

浮遊期（20～30日）
ふ ゆう き

にち着底
ちゃく てい

成育場
せい いく じょう

夏
なつ

全長約7ミリ全長約7ミリ
ぜんぜん

全長約1センチ全長約1センチ
ぜんぜん

全長約5ミリ全長約5ミリ
ぜんぜんちょうちょうちょうちょう ちょうちょうやくやくやくやく やくやく

直径約1ミリ直径約1ミリ
ちょっちょっけいけいやくやく

全長約1センチ全長約1センチ
ぜんぜん ちょうちょう

イカナゴ

カタクチイワシ

成魚のエサ成魚のエサ
ぎょぎょせいせい

アミ類
るい

稚魚のエサ稚魚のエサ
ちち ぎょぎょ

シラス

水深10～200メートル水深10～200メートル
すいすい しんしん

冬
ふゆふゆ

夏
なつなつ

水深10～100メートル水深10～100メートル
すいすい しんしん

水深15メートルより浅い砂地水深15メートルより浅い砂地
すいすい しんしん あさあさ すなすな ちち

全長約10～20センチ全長約10～20センチ
ぜんぜん ちょうちょう

やくやく

やくやく

2　�2　�ヒラメのヒラメの胃胃
いい

のの中中
なかなか

からから出出
でで

てきたてきた多多
たた

数数
すうすう

の�の�
カタクチイワシカタクチイワシ

ヒラメヒラメ
～～海海

かいかい

底底
ていてい

で じっとしている で じっとしている 
ばかりじゃない！？～ばかりじゃない！？～

1　ヒラメの生
せい

活
かつ

史
し

（東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

南
なん

部
ぶ

の場
ば

合
あい

）

ヒラメはどんな魚
さかな

？
日
に

本
ほん

沿
えん

岸
がん

の水
すい

深
しん

200メートルよりも浅
あさ

い場
ば

所
しょ

に 

すんでいます（ 1）。成
せい

長
ちょう

がはやく大
おお

きさ（全
ぜん

長
ちょう

）は 

メスで90センチ、10キロ、オスで70センチ、4キロ 

ぐらいまで成
せい

長
ちょう

します。寿
じゅ

命
みょう

は10歳
さい

程
てい

度
ど

です。全
ぜん

長
ちょう

 

10〜20センチくらい（稚
ち

魚
ぎょ

）までは水
すい

深
しん

15メートル 

より浅
あさ

い砂
すな

地
ち

にすみ、主
おも

にアミ類
るい

（甲
こう

殻
かく

類
るい

）やシラス 

などを食
た

べています。それより大
おお

きくなると深
ふか

い 

方
ほう

に移
い

動
どう

し、主
おも

にカタクチイワシやイカナゴなどの 

小
こ

魚
ざかな

を食
た

べます（ 2）。養
よう

殖
しょく

や栽
さい

培
ばい

漁
ぎょ

業
ぎょう

※も盛
さか

ん 

におこなわれています。

ヒラメというと海
かい

底
てい

でじっとしている姿
すがた

を思
おも

い浮
う

か 

べると思
おも

いますが、泳
およ

いでいる時
じ

間
かん

も結
けっ

構
こう

あります。

漂
だだよ

いながら姿
すがた

を変
か

える
卵
たまご

は2
ふつ

日
か

程
てい

度
ど

でふ化
か

します。その後
ご

、仔
し

魚
ぎょ

は20〜 

30日
にち

間
かん

浮
ふ

遊
ゆう

しています。体
からだ

は左
さ

右
ゆう

対
たい

称
しょう

で、目
め

は 

両
りょう

側
がわ

についています。水
すい

中
ちゅう

を漂
ただよ

ううちに体
からだ

の形
かたち

が 

変
へん

化
か

（変
へん

態
たい

）し、2 つの目
め

は体
からだ

の片
かた

側
がわ

に並
なら

びます 

（おなかを手
て

前
まえ

にすると右
みぎ

目
め

が左
ひだり

側
がわ

の頭
とう

部
ぶ

に寄
よ

って 

います）。そして、全
ぜん

長
ちょう

1センチぐらいの稚
ち

魚
ぎょ

に 

なると沿
えん

岸
がん

の水
すい

深
しん

10メートルより浅
あさ

い砂
すな

地
ち

に着
ちゃく

底
てい

し、 

海
かい

底
てい

での生
せい

活
かつ

を始
はじ

めます。※栽
さい

培
ばい

漁
ぎょ

業
ぎょう

：�卵
たまご

から稚
ち

魚
ぎょ

になるまで水
すい

槽
そう

で育
そだ

てて放
ほう

流
りゅう

し、成
せい

長
ちょう

した
ものをとる漁

ぎょ

業
ぎょう

です。



文
ぶん

：栗
くり

田
た

 豊
ゆたか

オス

メス メス

オス

放 卵
ほう らん

放 精
ほう せい

ペアで上昇遊泳（♂＋♀）
じょう しょう ゆう えい

水中で放卵・放精
すい ちゅう ほう らん せいほう

ときどき遊
ゆう

泳
えい

成
せい

魚
ぎょ

も季
き

節
せつ

によって、意
い

外
がい

と水
すい

中
ちゅう

を泳
およ

いでいます。 

例
たと

えば、全
ぜん

長
ちょう

50〜67センチの 9 尾
び

のヒラメに 

ついて冬
ふゆ

の東
ひがし

シナ海
かい

で調
しら

べたところ、遊
ゆう

泳
えい

している 

時
じ

間
かん

は1日
にち

平
へい

均
きん

3時
じ

間
かん

ほどで、最
さい

長
ちょう

では1日
にち

の半
はん

分
ぶん

 

以
い

上
じょう

泳
およ

いでいました。1回
かい

の遊
ゆう

泳
えい

時
じ

間
かん

は平
へい

均
きん

1〜 

2分
ふん

間
かん

ですが、最
さい

長
ちょう

は約
やく

2時
じ

間
かん

でした（ チェック）。 

泳
およ

ぐ理
り

由
ゆう

は、産
さん

卵
らん

場
じょう

への移
い

動
どう

や、エサを探
さが

したり 

食
た

べたりするためと考
かんが

えられています。

産
さん

卵
らん

産
さん

卵
らん

するときは海
かい

底
てい

から数
すう

メートル上
じょう

昇
しょう

し、水
すい

中
ちゅう

で 

行
おこな

われます（ 3）。メスは3歳
さい

ぐらいから産
さん

卵
らん

し、 

1尾
び

が産
さん

卵
らん

する期
き

間
かん

は2か月
げつ

くらいです。水
すい

槽
そう

内
ない

では、毎
まい

日
にち

産
さん

卵
らん

します。全
ぜん

長
ちょう

60センチのメスが 

1回
かい

の産
さん

卵
らん

期
き

に産
う

む卵
たまご

の数
かず

は約
やく

1,000万
まん

粒
つぶ

です。

ヒラメは日
に

本
ほん

周
しゅう

辺
へん

に広
ひろ

く分
ぶん

布
ぷ

し、生
せい

息
そく

場
ば

所
しょ

によっ

て環
かん

境
きょう

もさまざまで、産
さん

卵
らん

期
き

や稚
ち

魚
ぎょ

のエサが豊
ほう

富
ふ

 

な時
じ

期
き

も海
かい

域
いき

により異
こと

なります。例
たと

えば九
きゅう

州
しゅう

では 

1〜2 月
がつ

が産
さん

卵
らん

期
き

ですが、東
とう

北
ほく

では6〜8月
がつ

です。

ヒラメの生
せい

態
たい

とその地
ち

域
いき

による違
ちが

いをよく知
し

ること

で、魚
さかな

を守
まも

りながら漁
りょう

を続
つづ

けることに役
やく

立
だ

てていき

たいと考
かんが

えています。

3　オスとメスのペアで海
かい

底
てい

から数
すう

メートル上
じょう

昇
しょう

し、産
さん

卵
らん

します。（水
すい

槽
そう

内
ない

で観
かん

察
さつ

された産
さん

卵
らん

行
こう

動
どう

をイラスト化
か

）

ヒラメに取
と

り付
つ

けた記
き

録
ろく

計
けい

（ ）

バイオロギングによる行
こう

動
どう

研
けん

究
きゅう

ヒラメがどこでどんな�
ふうに暮

く

らしているかが�
分

わ

かったよ

チェックチェック

水
すい

深
しん

・水
すい

温
おん

などを測
はか

るセンサーとデータを記
き

録
ろく

する�
メモリー、電

でん

池
ち

が一
いっ

体
たい

となった小
こ

型
がた

の測
そっ

器
き

を魚
さかな

に�
取
と

り付
つ

けて、行
こう

動
どう

を記
き

録
ろく

する技
ぎ

術
じゅつ

をバイオロギング�

記
き

録
ろく

計
けい

といいます（FRANEWS�57参
さん

照
しょう

）。大
おお

型
がた

のヒラメ�
に取

と

り付
つ

けて調
しら

べた結
けっ

果
か

、すんでいる場
ば

所
しょ

の水
すい

温
おん

、�
水
すい

深
しん

、産
さん

卵
らん

行
こう

動
どう

などが分
わ

かりました。

全全
ぜんぜん

長長
ちょうちょう

��約約
やくやく

4センチ4センチ

バックナンバーを読
よ

むには 

「FRANEWS」 
https://www.fra.go.jp/home/
kenkyushokai/book/franews.html

https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/franews.html
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/franews.html
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産
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研
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究
きゅう

・教
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育
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機
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構
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質
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問の送
お く
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と
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あ

わせ先
さ き
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報
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課
か
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浜
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市
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神
か

奈
な

川
がわ

区
く

新
しん

浦
うら

島
しま

町
ちょう

一
いっ

丁
ちょう

目
め

1番
ばん

地
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報
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新
あたら

しい1万
まん

円
えん

札
さつ

「渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

」の孫
まご

、
「敬

けい

三
ぞう

」は釣
つ

り好
ず

き！？
今
こ

年
とし

7月
がつ

にお札
さつ

が新
あたら

しくなりました。このうち、1万
まん

円
えん

札
さつ

に採
さい

用
よう

されたのが「渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

」。 
日
に

本
ほん

初
はつ

の銀
ぎん

行
こう

を開
かい

業
ぎょう

した人
ひと

です。今
こん

回
かい

はその孫
まご

「渋
しぶ

沢
さわ

敬
けい

三
ぞう

」（1896年
ねん

〜1963年
ねん

）についてです。
敬
けい

三
ぞう

は子
こ

どものころから生
い

き物
もの

や人
ひと

々
びと

が使
つか

う道
どう

具
ぐ

に関
かん

心
しん

があり、これらを集
あつ

めて、自
じ

宅
たく

の 
物
もの

置
おき

小
ご

屋
や

の屋
や

根
ね

裏
うら

に小
ちい

さな博
はく

物
ぶつ

館
かん

を作
つく

ってしまうほどでした。大
おと

人
な

になってから集
あつ

めた本
ほん

や 
古
こ

文
もん

書
じょ

は「祭
さい

魚
ぎょ

洞
どう

文
ぶん

庫
こ

」といって、その一
いち

部
ぶ

が水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

の図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

館
かん

にあります。 
その中

なか

の1冊
さつ

、『何
か

羨
せん

録
ろく

』は現
げん

存
ぞん

する日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

古
ふる

い釣
つ

りの専
せん

門
もん

書
しょ

といわれています。
敬
けい

三
ぞう

自
じ

身
しん

も大
おと

人
な

になってから釣
つ

りを覚
おぼ

え、水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

の図
と

書
しょ

館
かん

がある横
よこ

浜
はま

にも 
釣
つ

りにきていたそうです。
『何

か

羨
せん

録
ろく

』については「おさかな瓦
かわら

版
ばん

 No.10 」にくわしく掲
けい

載
さい

しています。

さかなつくし
歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた�
魚
ぎょ

類
るい

画
が

の錦
にしき

絵
え

シリーズ

何
か

羨
せん

録
ろく

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の享
きょう

保
ほう

8（1723）年
ねん

、陸
むつのくに

奥国黒
くろ

石
いし

藩
はん

三
さん

代
だい

藩
はん

主
しゅ

�
津
つ

軽
がる

采
うね

女
め

の作
さく

。采
うね

女
め

が江
え

戸
ど

湾
わん

でのキス釣
つ

りなど遊
あそ

びの�
釣
つ

りについて記
しる

したもの。江
え

戸
ど

湾
わん

でのキス釣
つ

り場
ば

、釣
つり

具
ぐ

や�
エサ、釣

ちょう

期
き

や気
き

象
しょう

について記
しる

しています。
2006年

ねん

4月
がつ

刊
かん

行
こう

バックナンバーをバックナンバーを読読
よよ

むには むには 

「おさかな「おさかな瓦瓦
かわらかわら

版版
ばんばん

」 」 
https://www.fra.go.jp/home/
kenkyushokai/book/kawaraban.html

Facebook YouTubeX（旧Twitter）

　

YouTubeチャンネル！
ふらっとらぼ https://www.youtube.com/@fralabo

Facebook https://www.facebook.com/fra.go.jp
X（旧Twitter） https://twitter.com/fra_go_jp
YouTube https://www.youtube.com/@frachannel

見
み

てね！
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かわら

版
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 No.10祭
さい

魚
ぎょ

洞
どう

文
ぶん

庫
こ

https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/kawaraban.html
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/kawaraban.html

